
平成22年６月橋本市議会定例会会議録（第４号）その４ 

平成22年６月16日（水） 

                                           

       

○議長（中西峰雄君）引き続き、順番17、８

番 岡本君。 

〔８番（岡本昌次君）登壇〕 

○８番（岡本昌次君）議長の許可を得ました

ので、通告どおり一般質問を行います。 

 私は１点でございます。私は、墓地につい

てのことでございますが、高野口町と橋本市

と合併いたしまして、旧高野口町の時代にで

すけども、高野口町の墓地が完成してから、

この土地に無縁仏、六地蔵というものがござ

いませんでした。それで、合併してみますと、

恋野の赤塚にも市の墓地があると。そこには

無縁仏、六地蔵があると。これが私としては、

一本化に絞ってはどうかということで質問を

させていただきます。 

 一つ目は、いちばん思うんですけども、高

野口墓地に無縁仏と六地蔵石の早期設置につ

いてということでございます。現在の高野口

墓地は、高野口斎場が新設されたときに設置

したものと記憶しております。それも急遽、

急いでしたものと思っております。それ以来、

旧高野口町のときに、無縁仏と六地蔵石をい

く度となく提案しましたが、決議に至りませ

んでした。現在も墓地の募集をしていますが、

いまだたくさん売れ残っております。 

 時代の流れとともに人口も少なくなり、若

い子どもたちは親元を離れて暮らす時代です。

特に、中山間部の子どもたちはまちへまちへ

と出てきております。そんな中、生活圏内で

の墓地購入を希望する方の声を聞くことが増

えてきております。しかしながら、購入にあ

たり、高野口墓地を検討するも、実家墓地に

ある古い墓石を預ける無縁墓地がないとのこ

とで、相談、問い合わせがたくさん私のもと

に届いております。多くの墓地入り口付近に

は、だいたい六地蔵石も設置されていること

が多いのですが、高野口墓地にはないのです。 

 私は、この高野口墓地に無縁墓地、六地蔵

石を設置していただくことにより、安心して

この地の新しい墓地購入を決断する方も増え、

少しでも市の財政難の歯どめになるのではな

いかと思います。一日でも早く、無縁墓地の

設置をお願いしたいのですが、市のお考えを

お聞かせください。また、六地蔵石もどのよ

うにお考えあわせていくか、お聞かせ願いた

いと思います。明快なご答弁をお願いします。 

 この無縁仏といいますのは、先ほども言い

ましたが、当初つくったときにはそういうこ

とも考えておらなかったと思います。それは、

墓地を買うには、古い墓地、実家がある人は

いいんですけども、分家された方々が墓地を

買うということにあたっては、何のそういう

考えもなかったと思います。それで、無縁仏

という古い墓地の置くところがないというこ

とは考えておらなかったんです。 

 それと、六地蔵というのは、皆さんもご存

じだと思いますけれども、なぜ六つの地蔵さ

んがあるかということです。また、なぜこれ

は必要かということ、これはまた、わからな

かったらお寺さんに聞いていただいたらよく

わかります。それは、この世とこの世のこと

は人間がすることである。あの世のことも人

間がせんばなりません。それによって、災い

というものが降りかかってきます。これらを

避けるためにもという意味があると思います。 

 それで、私がこの席に立ったのは、たくさ

んの方が、墓地が欲しいというのは中山間部

の方が多いんです。その方が私のところへ来
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まして、話をしたのには、それでは自分とこ

の部落、その地区にそういう無縁仏があるじ

ゃないかと言いましたら、いや、そこはもう

満杯だと。広げたら広げられんこともないん

だけども、私たちが子どもに言われて下へ出

てきたときに、また上まで行かねばならんと

いうことはないんですけども、気がとがめる

と。それじゃ、自分の高野口の墓地を買った

ときに、そこであればそこへ参ってできるじ

ゃないかと、そういうことをなぜしてくれな

いんだというのが大方でございます。 

 それで、こういう質問は私は本当はしたく

なかったんでございますけども、議員という

ものは市民の代表でございますので、私はこ

ういう質問は嫌だということは言えません。

だから壇上に立ったわけでございますので、

これを当局の方々に明快なるご答弁をいただ

きたく思います。 

 これにて、第１回の質問を終わります。 

○議長（中西峰雄君）８番 岡本君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 市民部長。 

〔市民部長（井浦健之君）登壇〕 

○市民部長（井浦健之君）高野口墓地のご質

問にお答えいたします。 

 まず、高野口墓地に無縁墓地の早期設置に

ついてですが、おただしのとおり、高野口墓

園には無縁墓地が設置されておりません。し

かし、少子高齢化の中、将来的には高野口墓

園内での無縁となった遺骨をお祭りするため

に必要性があると考えておりますが、ご質問

にありましたような他所の墓地からの受け入

れの対象としては考えていませんので、ご了

承ください。 

 次に、六地蔵の設置についてですが、議員

ご承知のとおり、旧高野口町時に町議会をは

じめ内部におきまして、設置について慎重に

検討が重ねられた結果、政教分離の原則から

設置が見合わされた経緯があります。したが

いまして、こうした状況から、六地蔵の設置

については考えておりませんので、ご理解の

ほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中西峰雄君）８番 岡本君。 

○８番（岡本昌次君）答弁、ありがとうござ

いました。これで引き下がってもいいんです

けども、それでは私が回答をいただいたこと

になりませんので、ちょっとだけ質問させて

いただきます。簡潔にお答え願いたいと思い

ます。 

 まず、一つは、高野口の区画はいくらあっ

て、そのうちいくら売れていますかと、残り

はいくらありますかということと、２番目に、

この墓地をつくったときには、宗派は問わず

と聞いておりますが、その中で、日本は法治

国家、もともと宗教、仏教が多いのでござい

ます。その中で仏教徒が何家入っていますか。

また信徒が何家入っていますか。お聞かせ願

いたいと思います。 

 三つ目には、同一市で同一事業をやってい

くのが普通だと思いますけれども、こういう

形の変わったやり方ではどうかということを

お聞かせ願いたいと思います。 

 四つ目には、赤塚斎場の分祭はできないか

ということでありますが、まず、この四つの

答弁が、答えられましたらよろしいですけど、

もし答えられなかったら結構でございます。 

○議長（中西峰雄君）市民部長。 

○市民部長（井浦健之君）４点ご質問いただ

いたと思います。４点目、ちょっとはっきり

わかりませんでしたので、ご答弁がうまくで

きるかどうかわかりませんけども、まず１点

目の高野口墓園の区画数と販売数ですけども、

区画数が419区画、設置をしております。本年

３月31日現在で、使用区画数が196区画であり

ます。したがいまして、利用率が46.8％とい

う状況になっております。 
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 続きまして、宗派別の利用実態がどうかと

いうことだと思うんですけども、ご利用いた

だく方に、宗派はどこですかということは市

としてもお聞きもしておりませんし、調べて

おりませんので、これについてはご答弁でき

ないということでご理解をいただきたいと思

います。 

 それと、橋本のいわゆる赤塚の墓園に六地

蔵があるやないかというおただしでよろしい

わけですか。これにつきましては、その当時

の方にお聞きしますと、あの六地蔵について

は市の公費で六地蔵を設置したのではないと。

ある団体がつくって、寄附というんですか、

何というんですか、つくっていただいて、あ

そこに六地蔵があるというふうに聞いており

ます。 

 そういったことで、橋本の墓園につきまし

ても、市の公費を使って六地蔵を設置してい

ないというご理解をいただきたいと思います。 

 ４点目について、ちょっと私、あまり聞き

ませんでしたので、済みません、もう一度よ

ろしくお願いします。 

○議長（中西峰雄君）８番 岡本君、４点目

の質問、再度お願いいたします。 

○８番（岡本昌次君）赤塚にはそういうふう

に施設があると。高野口はないと。それでは、

赤塚の分祭ということは、学校でいえば分校

ですね。高野口の斎場のそういうもろもろの

規約とかそういうものに配慮して、赤塚の分

祭、斎場ですね、その辺に持っていったらい

けないかということです。恐らく、持ってい

けないという返事だろうと思いますけども、

いかがですか。まず、それを聞きたいです。 

○議長（中西峰雄君）答弁できますか。 

 市民部長。 

○市民部長（井浦健之君）分祭という意味の

僕のとらえ方が間違っておったら、お正しを

いただけたらと思うんですけれども、六地蔵

についてはそういうことで設置しております

ので、そういった形での設置がされていると

いうことでございますので。ただ、議員おた

だしの内容については、僕の理解としては、

いわゆる無縁さんになった部分を橋本の墓園

のほうにお祭りできへんのかというふうなご

質問だというふうにとらえてよろしゅうござ

いますか。 

○議長（中西峰雄君）８番 岡本君。 

○８番（岡本昌次君）いや、そういう意味で

はございません。墓地といえばやはり、一番

いいのは、自分とこの家から近くが一番、先

祖と人間との接する場。例えば、今、私が説

明しましたけども、親が中山間部におって、

子どもがまちでおると。その次に孫が東京へ

行ったとしましょう。そこで住み着いたとし

ましょう。でも、まだ、子どもというのは親

ですな、孫の親が地元におる。だから、そこ

へ今度は墓参りに来るのには、今までやった

ら月に１回行けたものが、年に１回来れるか

来れないか。遠くから来れませんね。だから、

今、部長の言うたように、高野口から、六地

蔵が、無縁がないから、無縁は赤塚へ持って

いけというのならばという意味でございます

けど、そうはいかない。なぜならば、高野口

でもできるということです。それは、どうい

うふうにできるかといいますと、先ほど答弁

でありましたように、赤塚も無縁さんは別に

斎場を建てたときにはなかったと。有志がし

たんだという答弁をいただきましたが、それ

ができるんです。高野口でもそれができるん

です。その辺、なぜしないのかということで

す。できませんか。 

 皆さんもご存じのように、無縁さんという

のは、答弁にありましたように、古い。部長

の言うのは、私が墓地を高野口で買って、そ

して、買ったんですけども、新宅したら、私

が死ななければそこへ入れませんわな。私が
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亡くなった、子どもも亡くなった、孫も亡く

なったけども、まだ石はありますわな。でも、

部長の言うのは絶家のようなことを言うてま

すわな。祭り手のない、高野口で買ったけど

も、一代か二代おったけども、その家は絶え

てしもうたと。そこで祭り手がないと。その

ときその石を祭るのが、そこの無縁さんだと

いうことです。わざわざ、田舎から、中山間

部から持ってくるのはあかんと言うんです。 

 私が言うのは、中山間部でおる方々が、そ

の墓地を欲しいんだと。なぜ欲しいかという

と、子どもにせがまれたんだ。「お父さん、

僕、大阪から通うとんだけど、彼岸とか盆に

来るんだけど、自分とこの先祖の仏さんを拝

んで、中山間部まで行かんなんから、遠いか

ら、お父さんがおるうちに高野口で墓地を買

っといてくれ」と。「そない言うんなら買い

ましょう」と言うて、墓を見に行ったところ

が、うちの先祖の石があるけども、それはそ

この地区の無縁さんがいっぱいだと。だから、

高野口で買ったときにはそこで無縁さんに来

てもろうたら、そこへ置けるんじゃないかと

いう返事が私に来とるんです。 

 それが、今の部長の返事じゃないけども、

そういう人はだめだというんです。それ、な

ぜだめだと言うんですよ。祭っているのは、

親が先祖を田舎で祭っとんですけども、子ど

もが、墓が欲しいからこっちで買うんだけど

も、そこで祭っとったんは絶家でなければ祭

れないというのはなぜかというんです。これ、

私はわからんのです。それができないかとい

うんです。 

 そこで、ちょっと余談になりますけど、前

にもちょっと、これは一般質問じゃないです

けど、話したことがあるんですよ。それは、

墓が、今言いましたけど、419のうちで196し

か売れていないんです。そうすると、１区画

しか売れないと言うんですよ。はたにぎょう

さんあるねん。だから、２区画買うて、一つ

に自分が六地蔵とか無縁さんをつくったらど

ないなるかということです。二つ欲しいんだ

けどと問い合わせたら、いや、二つはこらえ

てくださいと。一つにしてくださいと、１基

にね。だから、１基の中にもそういうのをつ

くったら、それは許可が出ますんかなと、そ

ういうふうに言われましたよ。「うーん」と

うなったんですけどね、私は。それは返事は

できませんでした。買うのに、２区画買うた

ほうがええんとちゃうか。 

 それともう一つ、親の私が買って、大阪で

おる息子が買って、隣で。そして、子がまだ

亡くなっていないから、そこに先祖の無縁さ

んをつくってはどうかと、そんな方もおるん

ですよ。もし、そないされたときに、あなた

方、どのように返事、当局はしましょうかな。

その答えはどうでしょう。 

○議長（中西峰雄君）市民部長。 

○市民部長（井浦健之君）申しわけございま

せん。私の説明不足で誤解が生まれたところ

もあるのかと思うんですけども、橋本の墓園

にあります無縁さんにつきましては、令規の

中で、いわゆる無縁の設置条例の中で、５年

間管理料を納付しなかったときとか、五つの

項目があるわけですけども、そのときは市長

において処分するというふうになっておりま

す。処分とは、どこかにお祭りをするという

ことになるわけです。そのための用地を無縁

墓地として確保しておるということでござい

ますので、議員が考えておられるような無縁

墓地というのではないということでご理解い

ただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）８番 岡本君。 

○８番（岡本昌次君）それでは、墓地委員会

の中でそういう約束事が載っておると思うん

ですよ。それが、橋本市は橋本市、高野口町
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は高野口町、おのずと違う文書もあると思い

ますけれども、でも、市に合併したら一つで

すよ。だから、そういう二つのやり方があっ

て、一つはこちら、一つはこちらと。それは

できないんじゃないですか。それはなるほど、

赤塚へ無縁を持っていって、橋本市であれば

高野口へ集めますけども。 

 そこでちょっと余談になりますけど、なぜ

これは余談を言うかといいますと、今の墓地

は全部、宗派は問いません、どの墓地でも。

中山間部の墓地はさておいて、高野口のまち

にある墓地、８基あります。その中で、この

宗派でなければならんというような墓地はな

いんですよ。その中で、八つある墓地の中で、

無縁さんまたは六地蔵のない墓地はどこもあ

りません。だから、私が壇上で言いましたよ

うに、それはわけを聞いたらなるほどとわか

るんですよ。それはお坊さんに聞いてくださ

いと。 

 私は、長々とこんなやりとりをしとっても

どうにもなりませんので、きょうは、この話

は、あとの話は要望にとどめたいと思います。

それで、次回にまた、私も勉強して一般質問

させていただきますので、きょうはこれで一

般質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（中西峰雄君）これをもって、８番 岡

本君の一般質問は終わりました。 
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